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思っていたことがあります。それは「歴史に残
る全国大会」ということです。全国大会は地
域の特色を出すことが全国から集まる会員の
感動につながるのだろうと漠然と感じていま
したが、それでは、「歴史に残る」ためには京
都では何をすればいいのか。京都開催が決
まってから福島大会、金沢大会、大分大会に
参加し実感したのは、帰りに「ああ、いい大会
だったね」と言ってもらえるような大会とは、開
催されるさまざまなイベントすべてに力を注ぎ
やり遂げることで決まるのではないかというこ
とでした。そしてその部分に関して、本当に実
行委員会のメンバーの努力と頑張りは誇れる
ものです。
　年始の会誌『建築士』に三井所会長が新
年の挨拶に書かれていた「用意周到に準備
された記憶に残る大会」という言葉は私たち
にとって大変な喜びでした。大会記念誌のデ
ザインや会場サインなどに始まり、セッション、
記念フォーラム、大会式典、大交流会、エク
スカーションすべてにおいて手づくりで企画
を練りそして実行できたことを、参加していた
だいた全国の会員に感じていただけたのでは
と思います。
　大会当日午前中、私は式典のリハーサル
に張り付いていたため、他の会場を回ることが

できなかったことが残念ですが、記念フォー
ラムの、3年かけてすすめ掘り下げたテーマの
発表の様子や、式典の本番で満席になった
会場を目の当たりにした時、大会成功の手ご
たえを感じました。
　その後の大交流会では、「京都居酒屋物
語」というタイトルをつけて最後まで食事に交
流に楽しんでいただき、「京都慕情～京都大
会バージョン」の大合唱も感動していただけ
たと思います。
　ご用意した18ものコースすべてが満員と
なった次の日のエクスカーションでは、コース
の内容もさることながら、何より皆さん事故も
なく無事に帰路につかれたことの報告に心底
安堵いたしました。
　本当に成功したのだなと実感したのは、全
国からの参加者の皆さんはもちろんのこと、事
前準備からのすべてのスタッフ、出展企業の
方々、飲食ブースや大交流会の飲食を引き
受けていただいたツバス会のメンバーなどの
人々の笑顔を見たときです。思い描いたよう
な「歴史に残る全国大会」になったことに、貴
重な体験をさせていただいたことに、心から
感謝をいたします。ありがとうございました。
 （黒木幹雄／全国大会実行委員長）

大会を終えて、 
実行委員長としての所感
2014年に実行委員長を指名されて2017年
12月までの期間、大変だったでしょうとよく言
われます。しかし京都府建築士会の優れた
力を疑うことはなかったため精神的なストレス
はなく、委員長として最も心を配ったのは、さ
まざまな部会の連携をいかにとるかということ
でした。
　2014年5月に衛藤会長から、全国大会の
テーマ「山とまちと木造建築」の企画案が示
され、それを実現すべく8月にキックオフミー
ティングとして12人のスピーカーによるリレー
トークを開催しました。翌年からは、「アクショ
ンステップ」と称して体験交流会や見学会、
勉強会を企画開催、キックオフミーティング
を受けてのアクションミーティング-01「8つの
キーワードスピーチ」を開催しました。その後
もアクションステップやアクションミーティン

グを重ね、途中に大会テーマを掲げての近畿
建築祭京都大会を経て2017年に至りました。
最初はまだまだ3年先だなという余裕があっ
たものの、2017年の声を聞いてからは、本当
にあっという間に時が経っていきました。
　じつは、こんな京都大会になればいいなと
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